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福岡県感染症発生動向調査感染症週報 
令和５年第１２週（令和５年３月２０日～令和５年３月２６日） 

 

 
■ コメント 

・第 12 週は、県内で 1例目となる日本紅斑熱の報告がありました。日本紅斑熱は、病原体を持つダニ
に咬まれることによって感染します。潜伏期間は 2～8日で、頭痛、発熱、倦怠感が現れ、ほとんど
の方は発熱、発疹、ダニの刺し口がみられます。4月～10 月はダニの活動が活発になる時期です。
登山や農作業などで草むらに入るときは、肌の露出を避けるために長袖、長ズボンを着用し、ダニ
よけスプレーを使用するなど、ダニに咬まれないように注意してください。また、体に付着するダ
ニを発見したときは、自分で取ろうとせず、皮膚科など医療機関を受診しましょう。 

・福岡県感染症情報ホームページ(http://www.fihes.pref.fukuoka.jp/~idsc_fukuoka/)では、感染症
発生情報、病原体検出情報などがご覧になれます。 

 

■ 全数把握疾患報告 

病名 
福岡県 全国（前週） 

報告数 累積報告数 報告数 累積報告数 

結核 13 120 186 2,515 

腸管出血性大腸菌感染症 2 9 10 188 

日本紅斑熱 1 1 0 6 

アメーバ赤痢 1 8 10 106 

劇症型溶血性レンサ球菌感染症 1 8 11 180 

後天性免疫不全症候群 1 11 12 174 

梅毒 9 169 160 2,846 

播種性クリプトコックス症 1 3 1 38 

  ※新型コロナウイルス感染症の最新の発生状況等は別紙をご覧ください。 
 

■ 定点把握疾患報告数 

病名 
福岡県 全国(前週) 

報告数 定点当たり 前週比 報告数 定点当たり 

インフルエンザ 1,722 8.70 0.88 41,319 8.42 

ＲＳウイルス感染症 90 0.75 1.05 1,226 0.39 

咽頭結膜熱 40 0.33 1.25 541 0.17 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 179 1.49 0.90 1,619 0.52 

感染性胃腸炎 618 5.15 0.81 16,767 5.36 

水痘 9 0.08 1.13 243 0.08 

手足口病 8 0.07 1.00 224 0.07 

伝染性紅斑 0 0.00 - 28 0.01 

突発性発しん 43 0.36 1.00 721 0.23 

ヘルパンギーナ 44 0.37 1.38 173 0.06 

流行性耳下腺炎 4 0.03 0.80 100 0.03 

急性出血性結膜炎 0 0.00 - 4 0.01 

流行性角結膜炎 2 0.08 1.00 141 0.20 

細菌性髄膜炎 1 0.07 - 6 0.01 

無菌性髄膜炎 1 0.07 - 9 0.02 

マイコプラズマ肺炎 0 0.00 0.00 13 0.03 

クラミジア肺炎 0 0.00 - - - 

感染性胃腸炎（ロタウイルス） 0 0.00 - 3 0.01 
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○県内における新型コロナウイルス感染症の発生状況等について 

 

 
 

 
 

・福岡県では、下記のホームページにて随時、発生状況や感染予防策などの情報提供を行って

います。 

◇新型コロナウイルス感染症ポータルページ 
https://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/covid-19-portal.html 

 


